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【診療内容】  　・内科一般(生活習慣病を含む)　
　　　　　  　・呼吸器内科専門診療
　　　　　  　・アレルギー専門診療
　　　　　　  ・発熱等の感染症疾患（専用診察室完備）

内科 / 呼吸器内科 / アレルギー科

よねざわ伊藤クリニック
住所：茅野市米沢３５１-１　電話： ０２６６-７8-８０１２

院長　伊藤　浩 医師

愛着のある地元で、いつか医療に携わりたいという思いを持ち
ながら、県外で経験を積み、諏訪中央病院での勤務を経て、茅
野市米沢にクリニックを開院させていただくことになりました。
内科・呼吸器内科・アレルギー・感染症の専門知識に加え、
これまで取り組んできた糖尿病の診療や健診、総合診療の経験
も活かして、さまざまなお悩みに寄り添えるクリニックを目指
してまいりますので、よろしくお願いいたします。

ウェブ予約
できます
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診療時間・曜日
午前  8:30 ～12:　30
午後  3:30 ～   ６:００

月 火 水 木 金

○ ○ 休

土

休
※受付終了…診察時間終了の３０分前。ただし土曜日は12:30
　まで受付し診療を13:00まで行います

着任医師紹介
令和７年度

病
院
か
ら
地
域
へ

第 42 回　
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は
、
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前
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す
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州
で
も
脳
死
移
植
臓
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に
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る
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変
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米
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中
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に
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  Messages from Newmember

令和7年４月１日
着任医師紹介

はじめましての
メッセージ

はじめましての
メッセージ

今年度より赴任いたしました嶋田壮太郎と申しま
す。山梨大学を卒業後、東京医科歯科大学（現東
京科学大学）関連病院で勤務してまいりました。骨
折など外傷疾患への診療を中心に、地域の皆様
の健康問題を解決できるよう尽力いたします。また、
自然豊かなここ諏訪地域での生活もとても楽しみ
にしております。よろしくお願いいたします。

 しまだ　 　 そうたろう

嶋田　壮太郎
整形外科医師

新潟県燕市出身で、岩手医科大学医学部を卒業
後、新潟の糸魚川総合病院での初期研修を終了
しました。学生時代に鎌田實先生の本を通して諏
訪中央病院のことを知り、病院の雰囲気や先生方
の医療に対する姿勢に惹かれて専攻医として働か
せていただくことになりました。患者さんの声にしっ
かり耳を傾け、自己の力を過信せず、地域の皆様
の健康に少しでも貢献できるよう、精一杯努めさ
せていただきます。よろしくお願いいたします。

こばやし　　はるひこ

小林　春彦
内科専攻医

この度、栃木県からきました青山泰と申します。
循環器領域、特に心不全や心エコーを専門として
います。急性期には適切な集中治療・急性期治療
を、慢性期には薬に頼るだけではない医療を提供
できるよう精進していきます。初めての長野県で慣
れない面もあると思いますが、よろしくお願いいたし
ます。

あおやま　ゆたか

青山　泰
循環器内科医長

はじめまして。土橋哲也と申します。長野県内の総
合病院を転 と々した後、これまで長らく諏訪赤十字
病院で手術麻酔の経験を積み、今日に至ります。
茅野市米沢に生まれ育った身であり、この地域に
貢献すべく、今年度より諏訪中央病院麻酔科に着
任しました。患者様が安心して手術を受けられ、手
術後もいかに痛みなく過ごせるかを考えた麻酔を
提供してまいります。どうぞ宜しくお願いいたします。

つちはし　　てつや

土橋　哲也
麻酔科部長

長野県生まれ長野県育ちです。未熟な部分が多々
ありますが、１年間精進いたしますのでよろしくお願
いいたします。

たけむら　つかさ

竹村　司
整形外科医師

総合診療科の中村考志と申します。諏訪中央病
院で初期研修・後期研修を受け、2024年度は長
和町にある国保依田窪病院で1年間勤務をしてい
ました。この度、再び諏訪中央病院で勤務をさせて
いただくこととなり、大変嬉しく思います。久しぶり
の茅野での生活を楽しみにしつつ、地域の皆さん
の健康に少しでも寄与できるように精進いたします。
何卒よろしくお願いいたします。

なかむら　　たかし

中村　考志
総合診療科医師

私は整形外科2年目の専攻医です。今年度より諏
訪中央病院に勤務することとなり、大変光栄に
思っております。大学時代はラグビー部に所属して
おり、培った体力と粘り強さを活かして日々 の診療
に取り組んでまいります。整形外科医として知識と
技術を磨き、患者さんに寄り添った医療を提供で
きるよう努力していく所存です。どうぞよろしくお願
いいたします。

きょ　   ともひさ

許　智永
整形外科医師

初めまして。長野県長野市出身の近藤史貴と申し
ます。私は松本の病院で2年間研修していました。
そこで松本の地域医療を学び、もっと長野県の地
域医療に携わりたいと思い諏訪中央病院に学び
に来ました。地域の皆様の役に立てるよう日々 努力
していきます。何卒よろしくお願い致します。

 こんどう　　 ふみき

近藤　史貴
内科専攻医

医師3年目を諏訪地域で研修できることを楽しみ
にしておりました。私は秋田県出身であり、諏訪地
域での生活は初めてですが、八ヶ岳連峰の見える
この地域での生活に胸を躍らせております。登山
やハイキングが好きなので、おすすめの場所など
がありましたら気軽にお声をかけていただけると嬉
しいです。患者様をサポートしていけるよう努力し
てまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

こばやし　　　なお

小林　奈緒
総合診療専攻医

私は長野県松本市出身で、自治医科大学を卒業
後、長野県へ戻って参りました。初期研修の一環と
して当院で研修を３ヶ月間行った際に、山々に囲ま
れた自然と心温かい地域の方々に巡り合い、この
地域が大好きになりました。日々 勉学に励むととも
に、みなさんとの会話ひとつひとつを大切にして
「やさしく、あたたかい、たしかな医療」で、みなさん
の生活の幸せに貢献させていただきたいと思って
おります。

かつやま　　たかひろ

勝山　貴啓
内科専攻医

初めまして。私は生まれも育ちも九州熊本で、大学
卒業後もずっと熊本に住んでいました。10年前、縁
あって信州に来たのですが、なかなかどうして、冬
寒いことは寒いですが、移住したい県の上位にあ
るだけあって、果物・野菜おいしく、夏涼しく住みや
すい環境です。登山、スキー、ランニングとドップリ
信州生活にハマって、今回諏訪湖のそばに住み着
くことになりました。美濃戸口が近いので、さらに楽
しみで、この距離なら走れます。どうかよろしくお願
いします。　　　　　　　　　　　　（5月着任）

さかぐち　  ひでひろ

坂口　秀弘
麻酔科部長
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3月に大阪医科薬科大学を卒業し、4月から諏訪
中央病院で初期研修医として働くことになりました。
自然と人に恵まれたこの地域で、医師としてスター
トを切ることが出来て光栄に思います。地域の皆
様に寄り添うことが出来るよう、精一杯頑張ります。
どうぞよろしくお願い致します。

おおいわ　　こうすけ

大岩　晃輔
初期研修医

こんにちは。山梨県立中央病院高度救命救急セン
ターから来ました末木崇裕と申します。救急を専攻
して3年目になります。研修プログラムの一環で縁
あって諏訪中央病院外科研修をさせていただくこ
とになりました。茅野市はなじみがない土地ですが、
甲府からのアクセスも良く人柄が暖かい地域と聞
いています。皆様の健康の一端を担えるよう診察・
治療させていただきます。
3ヵ月と短い間ですが何卒よろしくお願いいたしま
す。

 すえき　　 たかひろ

末木　崇裕
専攻医

お困りごとがありましたら、いつでもご相談ください。
よろしくお願いいたします。

ながさか　　こうわ

長坂　洸和
専攻医

一年間、諏訪中央病院でお世話になります。出身
は群馬県で、大学時代は石川県金沢市近郊に住
んでおりました。初めて茅野市を訪れた際に、目の
前に広がる八ヶ岳と、のどかな街並みに穏やかな
気持ちになり魅了されたことを記憶しています。
短い期間ですが、研修させていただく分、地域に少
しでも貢献できるよう精進します。

はら　　  わこ

原　和子
専攻医

熊本県の熊本大学を卒業し、熊本県・福岡県での
勤務を経て、この度2025年4月より諏訪中央病院
に赴任することとなりました。医療者として皆様に
最適な医療を提供することはもちろんではあります
が、九州以外の地域で生活する経験は初めてです
ので、皆様との診療を通して諏訪地域の方々や生
活等についても知ることができたらと思っておりま
す。皆様とお会いし、お話しする機会を楽しみにし
ております。

  いとう　      まさし

伊藤　将司
専攻医

初めまして。平澤諒一と申します。このたび、春から
初期研修医として諏訪中央病院で研修をさせて
いただくことになりました。私は埼玉県出身ですが、
幼い頃から車山高原でスキーを楽しんだり、蓼科
や白樺湖周辺を訪れたりと、茅野市には特にご縁
を感じております。豊かな自然に恵まれたこの地域
で医療に携われることを大変嬉しく思います。これ
から長野県の医療に貢献し、地域の皆さまに信頼
される医師を目指して励んでまいります。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

ひらざわ　りょういち

平澤　諒一
初期研修医

初めまして。本田廉と申します。この春から、諏訪中
央病院にて初期研修医として勤務させていただき
ます。地域の皆様に信頼される医師となれるよう、
日々精進していく所存ですので、どうぞ宜しくお願
い致します。

 ほんだ　 　れん

本田　廉
初期研修医

長野県生まれ長野県育ちです。未熟な部分が多々
ありますが、１年間精進いたしますのでよろしくお願
いいたします。

愛知県豊田市にあるトヨタ記念病院から来ました
山中亜美と申します。諏訪中央病院へ見学に行っ
た際に自然豊かで素敵な街だなぁと感じたので、茅
野市に住むことができるのを楽しみにしています。
おいしい食べ物や写真スポット、キャンプ先など、い
ろいろな地域のおすすめを教えていただけると嬉
しいです！ もちろん、医学についても精進していきま
すので、気軽にご相談ください。

やまなか　　あみ

山中　亜美
専攻医

はじめまして。東京都立多摩総合医療センターか
ら参りました、医師4年目の関根千裕と申します。東
京都出身で、長野県で働くのは初めてです。現在
は内科全般を広く学んでいて、半年間諏訪中央病
院でお世話になります。地域の皆様のお困りごとを
一緒に考えていけたらとても嬉しく思います。未熟
ながら、安心してご相談いただける医師を目指して
精一杯努力いたしますので、どうぞよろしくお願い
いたします。

 せきね   　   ちひろ

関根　千裕
専攻医

はじめまして。本年度より初期研修医として諏訪中
央病院に赴任しました、若林亜海と申します。長野
県出身で、初期研修医として長野県で働くことが
でき、嬉しく思います。
諏訪地域に住む皆さまが少しでも安心して医療を
受けることができるよう、日々 励んでまいります。ど
うぞよろしくお願いいたします。

わかばやし　あみ

若林　亜海
初期研修医

4月から初期研修医として入職致しました、木下祐
一と申します。生まれも育ちも関西ですが、長野と
いう土地、病院、そして人に惹かれて諏訪中央病
院で働かせていただくことになりました。地域の皆
様の健康、生活に少しでも貢献できるよう精進して
いく所存です。どうぞよろしくお願いします。

きのした     ゆういち

木下　祐一
初期研修医

はじめまして。信州大学から参りました四ノ原陸と
申します。今年度より初期研修医として勤務させて
いただきます。まだまだ未熟者ではございますが、
諏訪中央病院の「あたたかな急性期医療」を体現
できるよう、先生方を見習って皆様に寄り添えるよ
うな医療を提供できるよう日々 研鑽、精進してまい
りますのでよろしくお願いいたします。

  しのはら　　   りく

四ノ原　陸
初期研修医
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ポ
ケ
メ
ド
で
で
き
る
こ
と

　

□
モ
バ
イ
ル
診
察
券

　

登
録
す
る
と
診
察
券
を
ス
マ
ホ
で

　

一
括
管
理
で
き
ま
す
。バ
ー
コ
ー
ド
を

　

表
示
し
て
読
み
取
り
ま
す
。

　

（
予
約
患
者
・
再
来
受
付
機
の
み
）

　

□
診
察
予
定
を
お
し
ら
せ

　

受
診
日（
予
約
日
）の
前
日
に

　

ス
マ
ホ
に
通
知
が
届
き
ま
す
。

　

□
診
察
待
ち
人
数
表
示

　

受
診
順
番
が
近
づ
く
と
、ス
マ
ホ
へ

　

お
知
ら
せ
。　　

　

通
知
が
届
く
ま
で
は
、お
好
き
な

　

場
所
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
「
泉
野
診
療
所
」は
、昭
和 

年
、

無
医
村
だ
っ
た
旧
泉
野
村
に
国
保

の
診
療
所
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

住
民
の
医
療
充
実
へ
の
切
実
な
願

い
と
努
力
が
実
っ
て
の
開
院
で
、現

在
の
建
物
は
昭
和　

年
に
完
成
し

ま
し
た
。そ
の
後
、時
代
の
変
化
を

受
け
公
立
の
診
療
所
の
多
く
が
姿

を
消
す
中
、泉
野
診
療
所
は
、茅

野
市
と
諏
訪
中
央
病
院
組
合
が

協
力
し
て
経
営
を
引
き
継
ぎ
、地

域
密
着
の
医
療
機
関
と
し
て
、通

院
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
診
察
を
担
っ

て
き
ま
し
た
が
、施
設
の
老
朽
化

お
よ
び
耐
震
性
な
ど
の
課
題
と
患

者
数
の
減
少
か
ら
、令
和
７
年
３

月　

日
を
も
っ
て
、　

年
の
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

私
は
最
後
の
診
療
所
長
と
し
て

４
年
間
同
所
で
診
療
を
担
当
し
て

き
ま
し
た
。紙
カ
ル
テ
で
医
療
設

備
も
十
分
と
は
い
え
な
い
環
境
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、地
域
の
皆
さ

ん
が
い
つ
も
綺
麗
に
整
備
・
清
掃

を
し
て
く
だ
さ
り
、待
合
室
か
ら

は
患
者
さ
ん
同
士
の
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
が
聞
こ
え
て
き
た
り
も

し
て
、と
て
も
居
心
地
の
良
い
場

所
で
し
た
。診
察
で
は
、充
実
し
て

い
な
い
医
療
機
器
を
問
診
で
補
う

べ
く
、患
者
さ
ん
の
お
話
を
注
意

深
く
伺
い
、丁
寧
に
お
身
体
を
診

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
の
大
規
模
化
や
医

療
の
高
度
化
等
に
よ
っ
て
忘
れ
が

ち
な
医
療
者
の
原
点
に
立
ち
返

り
、大
切
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
く
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

泉
野
診
療
所
の
患
者
さ
ん
は
、

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
諏

訪
中
央
病
院
が
担
当
し
て
い
き
ま

す
。高
齢
化
と
働
き
手
の
減
少
と

い
う
社
会
変
化
の
中
で
、医
療
提

供
体
制
の
見
直
し
・
効
率
化
は
避

け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
方
法
は
変
わ
っ
て
も
、

医
療
を
必
要
と
す
る
地
域
の
皆
さ

ん
に
あ
た
た
か
い
医
療
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
努
力
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

泉野診療所長

川井隆弘

20

80

31

32

病
院
の
滞
在
時
間
を
快
適
に
す
る

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
　

を
ご
紹
介
し
ま
す

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
が
混
在
す
る　
　

過
渡
期
に
あ
っ
て

当
院
で
は
、患
者
さ
ん
の
利
便
性
と
安
全
性
を
両
立
す
る

３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
。待
ち
時
間
の
軽
減
や
会
計
の

あ
と
払
い（
ク
レ
カ
決
済
の
み
）な
ど
を
通
じ
、外
来
診
療

時
の
満
足
度
ア
ッ
プ
を
実
現
し
ま
す
。

①
ポ
ケ
メ
ド

患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ス
マ
ホ
ア
プ
リ

②
診
療
費
あ
と
払
い

　
　
　

会
計
は
後
日
だ
か
ら

　
　
　

診
察
が
終
わ
っ
た
ら
、帰
宅
で
き
ま
す

　

あ
と
払
い
シ
ス
テ
ム
に

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
登
録

　

後
日
払
い

　

受
診
日
の
翌
日
以
降
に

　

自
動
決
済

　　

決
済
後
、領
収
書
は

　

電
子
発
行
さ
れ
ま
す

③
と
ど
く
す
り

　

ご
自
宅
で
お
薬
が
受
け
取
れ
ま
す

　

電
子
処
方
せ
ん
に
よ
り

　

調
剤
薬
局
か
ら
ご
自
宅
へ

　
お
薬
を
配
送
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す

　

薬
局
に
寄
ら
ず
に
帰
宅
で
き

　

手
荷
物
も
増
え
ま
せ
ん
。

123４5

会
員
登
録

電
子
処
方
せ
ん

配
送
サ
ー
ビ
ス

お
薬
の
説
明

お
薬
の
受
取
り　

診
察
時
に
電
子
処
方
せ
ん
の

発
行
を
ご
依
頼
く
だ
さ
い

ま
ず
は
会
員
登
録
を
し
ま
す

配
送
の
申
込
み
を
し
ま
す

ビ
デ
オ
通
話
で
説
明
を
聞
き
ま
す

宅
配
で
受
け
取
り
ま
す

X
D

お困りごとがありましたら、いつでもご相談ください。
よろしくお願いいたします。

2025.3 .31
はは
閉院しました

８０年間ありがとうございました

DX

7 6

お問い合わせ

事務スタッフまで

お声がけください
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諏訪中央病院広報誌
ご自由にお持ちください

2025.5

column

令
和

７
年

５
月

15
日

発
行

（
隔

月
発

行
）　

　
　

諏
訪

中
央

病
院

広
報

誌
「

た
ん

ぽ
ぽ

」
239

号
　

　
　

　
　

　
編

集
発

行
：

た
ん

ぽ
ぽ

編
集

部
　

 　
　

　
住

所
：

長
野

県
茅

野
市

玉
川

４
３

０
０

番
地

地域の

【診療内容】  　・内科一般(生活習慣病を含む)　
　　　　　  　・呼吸器内科専門診療
　　　　　  　・アレルギー専門診療
　　　　　　  ・発熱等の感染症疾患（専用診察室完備）

内科 / 呼吸器内科 / アレルギー科

よねざわ伊藤クリニック
住所：茅野市米沢３５１-１　電話： ０２６６-７8-８０１２

院長　伊藤　浩 医師

愛着のある地元で、いつか医療に携わりたいという思いを持ち
ながら、県外で経験を積み、諏訪中央病院での勤務を経て、茅
野市米沢にクリニックを開院させていただくことになりました。
内科・呼吸器内科・アレルギー・感染症の専門知識に加え、
これまで取り組んできた糖尿病の診療や健診、総合診療の経験
も活かして、さまざまなお悩みに寄り添えるクリニックを目指
してまいりますので、よろしくお願いいたします。

ウェブ予約
できます

よねざわ伊藤クリニックよねざわ伊藤クリニック

上川

鋳物師屋口

R299

ディスコ
茅野工場

北大塩口

ロイヤルナンハウス
セブンイレブン米沢店セブンイレブン米沢店

テンホウテンホウ

ザ ・ ビッグ

ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン

ロイヤルナンハウス

ホテル尖石

福沢工業団地入口

中大塩

【検　　査】 　血液・尿検査、CT、エコー、PSG等
【アクセス】 　 駐車場あり  車いす来院対応可

土

休

診療時間・曜日
午前  8:30 ～12:　30
午後  3:30 ～   ６:００

月 火 水 木 金

○ ○ 休

土

休
※受付終了…診察時間終了の３０分前。ただし土曜日は12:30
　まで受付し診療を13:00まで行います

着任医師紹介
令和７年度

病
院
か
ら
地
域
へ

第 42 回　

わ
た
し
が
フ
ラ
ン
ス
で
肝
移
植
を
学

ん
だ
の
は
、
も
う　

年
以
上
前
に
な
り

ま
す
。
欧
州
で
も
脳
死
移
植
臓
器
を
手

に
入
れ
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
し
た
が
、

日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
無
理
な
状
況
だ
っ

た
た
め
「
そ
れ
は
宗
教
上
の
問
題
か
」

と
尋
ね
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
条
件
的

に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
々
と
変
わ
ら

な
い
と
思
う
と
話
す
と
「
で
は
何
が
障

壁
に
？
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
が
絡
ん
で
い
て
、
明
確
な
答

え
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

異
種
移
植
で
は
、
ま
ず
倫
理
的
問
題

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ブ
タ
の
遺
伝
子

を
改
変
し
て
拒
絶
が
起
こ
り
に
く
く
す

る
操
作
は
医
学
的
に
重
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
野
菜
な
ど
の
遺
伝
子
組
み
換

え
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
問
題
や
人
体
、

環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

肝
移
植
は
当
時
、
先
天
性
胆
道
閉
鎖

症
な
ど
の
小
児
症
例
が
多
く
、
移
植
拒

絶
へ
の
処
置
と
し
て
は
再
移
植
し
か
治

療
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
脳
死
臓
器
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
整
っ
て
お
り
、
移
植
臓
器
は
、
国
境

を
越
え
て
か
な
り
融
通
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
わ
た
し
の
パ
リ
滞
在
中
、
移
植
後
3

日
目
に
拒
絶
が
起
き
再
移
植
が
必
要
と

な
っ
た
患
者
に
適
合
す
る
臓
器
が
見
つ
か

ら
ず
、
実
験
室
で
飼
育
し
て
い
た
サ
ル
の

肝
臓
を
移
植
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幸
い
直
前
に
オ
ラ
ン
ダ
で
臓
器
が
入
手
で

き
た
た
め
、
こ
の
異
種
移
植
は
行
わ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
実
験
室
の
女
性
ス
タ
ッ

フ
は
、
皆
そ
ろ
っ
て
青
い
顔
を
し
て
「
こ

ん
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
米
国
を
中
心
に
ブ
タ
の
臓
器
を
人
に
異

種
移
植
す
る
症
例
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

遺
伝
子
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
遺
伝

子
情
報
の
書
き
換
え
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
異
種
移
植

の
実
現
が
近
い
将
来
、
治
療
の
選
択
肢
と

し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
感
染
を
は
じ
め

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
あ
り

ま
す
が
、
臓
器
不
足
を
補
う
方
法
の
最
有

力
候
補
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

は
ま
ぐ
ち 

　
み
の
る

名
誉
院
長
　
濵
口 

實

脳
死
と
異
種
移
植
に
つ
い
て
（
後
編
）
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